













































































































































































































































































































































































































































































































































5  おわ りに
本稿では、OUシステムの開発の一環として研究留
学生を対象とした専門日本語オーラルコミュニケーショ
ンのコース開発について基本的な考え方とカリキュラ
ムについて述べた。先行実施した中級前半レベルでは、
実施結果をふまえてさらにカリキュラムやリソースの
改善に努めるとともに、他のレベルも含めたスタンダー
ド化について研究を深化させていくことが今後の課題
である。さらに、今回は研究室主体の理工系に特化し
て述べてきたが、各学期、 2、 3名と少数ではある
が在籍する文系についての実態調査に基づいたカリキュ
ラム構築が、もつとも重要な課題として残つているた
め、次年度以降、取り組む予定である。
付記
本研究は平成21年度科学研究費補助金基盤研究(B)
「留学生大量受け入れ時代に向けた大学における新たな
日本語教育スタンダー ドの構築」(課題番号21320093
研究代表者西日光一)の助成を受けて行った。
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